
令和元年度 農業農村整備事業 再評価調書

事 業 名 老朽ため池等整備事業 地区･路線名 三村用水地区
ふ り が な さんそんようすい

(土地改良施設耐震対策事業)

事業主体 徳島県 関係市町村 三好市

（事業目的）
三村用水トンネルは、徳島市の西方55Km吉野川の北岸、三好市三野町に位置しており

築造後190年経過し老朽化が進んでいることから崩壊が懸念されている。地震発生時にト
事 ンネル崩壊による地すべりを誘発した際、その崩壊土砂が河川をせき止め、その越流水

により下流域へ被害を及ぼすことが想定される。このため、早急に改築を行い地震に対
する対策を行うことにより、トンネルの崩壊を未然に防止し、下流域の人命、人家、公

業 共施設等の安全を確保するとともに、安定した農業用水を確保し、農業経営の安定化を
図る。

概 （事業内容）
受益面積 99.7ha
受益戸数 339戸

要 主要工事 水路トンネルＬ＝261.5ｍ
取付水路Ｌ＝94ｍ

総事業費 545,800千円（国55%、県25%、市20%）
工 期 平成27年度～令和２年度

（事業の進捗状況）
平成30年度までに仮設道路、取付水路L=68.3ｍを実施し、水路トンネルに着手してい

る。令和元年度末の事業費進捗率は93.8%である。

（関連事業の進捗状況）
評 特になし。

（社会経済情勢の変化）
農地面積、営農状況等に大きな変化はないが、本事業の完成を間近に控える下流域の

安全を確保するとともに、安定した農業用水を確保し、農業経営の安定化を図る。
価

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
特になし。

項
（費用対効果の分析）

本事業の実施により、水路トンネル等の更新整備で農業用水の安定供給による農業経
営の安定又、下流域の人命、人家、公共施設等の安全確保の災害防止等の効果が見込ま
れる。

総費用総便益比＝総便益（現在価値化）／総事業費（現在価値化）＝1.36
目

（受益農家，関係機関の意向）
三好市及び地元受益農家からは、事業の早期完成を強く要望されている。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


